
あがべご訪問看護ステーション

　
平
成
22
年
４
月
に
公
設
民
営
の
診
療
所
と

し
て
診
療
を
開
始
し
た
「
い
い
た
て
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
。
地
域
密
着
型
の
医
療
施
設
と
し

て
、
多
く
の
村
民
が
利
用
し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
翌
23
年
に
震
災
と
原
発
事
故
が

発
生
し
、
村
は
計
画
的
避
難
区
域
と
な
り
ま

し
た
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
村
民
の
避
難
が
始

ま
っ
て
か
ら
も
、
役
場
が
機
能
移
転
を
す
る

６
月
22
日
ま
で
診
療
を
続
け
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
３
月
の
避
難
指
示
解
除
が
決
ま

る
と
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
平
成
28
年
９
月
に
診

療
を
再
開
。
診
療
日
は
週
２
日
と
な
り
ま
し

た
が
、
帰
村
し
た
村
民
の
医
療
環
境
を
、
温

か
く
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
令
和
４
年
４
月
、
本
田
徹
先
生
が

初
の
常
勤
医
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。

地域医療に貢献する社会医療法人秀公会
「あづま脳神経外科病院」が指定管理者と
して運営する公設民営のクリニックです。

総
合
診
療
科  

診
療
時
間

特集１ 飯舘村の医療の現場から

訪問看護とは　医師やケアマネージャーと連携し在宅で
療養生活を送っている方の看護を、看護師が訪問して行う
サービス。日常生活の看護、疾病の悪化防止・予防の支援、
ターミナル（終末期）ケア、心のケア、服薬の管理など、内容は
多岐にわたります。介護保険で要介護・要支援の認定を受け
ている方で、主治医が必要と認めた方が対象となります。

「いいたてクリニック」では、
令和２年４月から、院内処方
を行っています。他のかかり
つけ薬局を利用することもで
きますが、多くの患者さんが
院内処方を利用しています。

飯舘村伊丹沢字山田380　☎0244-68-2277 いいたてクリニック

薬剤師 八城弘樹 さん

飯舘村飯樋字町387　
☎0244-32-1463／080-1663-2572

バイタル サイン（脈 拍・呼 吸・体 温・血 圧 など）を
チェックし、本人や家族と対話をしながら、服薬の確
認や身体の清拭を進めていきます。身体の位置を動
かす際には、寝ている德春さんが「ヨイショヨイショ」
と掛け声を出して、皆大笑い。木村さん（写真右）は

「いつも私の方が元気をもらいますね」と笑顔で話
しかけていました。

本田先生が訪問診療を行う患者さんにも処方しま
す。高齢の方は薬の数が多くなりがちですので、処
方された薬の必要性や飲み方などを分かりやすく
伝えるよう心がけています。

　
本
田
先
生
が
着
任
さ

れ
、火
曜
日
は
午
後
ま
で
ク

リ
ニッ
ク
の
診
療
が
行
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま

た
、訪
問
診
療
に
よ
り
、通

院
が
で
き
な
い
人
に
も
医

療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。何
よ
り
村

内
に
医
師
が
い
て
く
れ
る
、

そ
の
安
心
感
が
以
前
と
は

違
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。さ

ら
に
は
地
域
サ
ロ
ン
で
の
健

康
講
話
な
ど
も
引
き
受
け

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
村
は
、毎
週
の
面
談
を

通
し
て
本
田
先
生
と
情
報

を
共
有
し
て
い
ま
す
。ま

た
、1
月
か
ら
は
、先
生
が

訪
問
診
療
に
向
か
う
際
の

車
の
運
転
手
を
確
保
し
ま

し
た
。

　
村
も
、検
診
結
果
に
基

づ
く
保
健
指
導
を
丁
寧
に

行
い
、栄
養
教
室
、運
動
教

室
な
ど
を
開
催
し
て
、村

民
の
介
護
予
防
、健
康
増

進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、一つ
ひ
と
つ
の
課
題
や

ニ
ー
ズ
に
向
き
合
い
、よ
り

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境

づ
く
り
を
粘
り
強
く
進
め

て
い
き
ま
す
。

医療・介護のよりよい環境づくりに向けて 健康福祉課　石井秀徳 課長

院内処方を行っています

木
曜
日
の
診
療
を
担
当

斎
藤
徹
先
生

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
診
療
日
に

生
活
支
援
ワ
ゴ
ン
を
運
行

村が運行する「生活支援ワゴン」を通院に利用するこ
とができます（帰村していて原則運転ができない方が
対象です）。利用希望日の２日前までにご予約くださ
い。☎0244-26-5207（サポートセンターつながっぺ）

蔵を改装した事務所の前で。三瓶たつ子さん
（写真左／大久保・外内）が事務を手伝います。

定休日／土日曜日・祝日
時間／午前９時〜午後５時
訪問エリア／飯舘村・川俣町
と南相馬市・福島市・相馬市・
浪江町の一部

訪問看護ステーションあがべご

   火曜日　
午前9時〜正午

（受付：午前8時30分〜11時30分）
午後1時30分〜３時

（受付：午後1時〜2時30分）
   木曜日　
午前9時〜正午

（受付:午前8時30分〜11時30分）

あがべご・木村明美さん×須藤德春さん（比曽）
よし はる　星野勝弥さん（飯樋町）が代表を務める訪問看

護ステーション。６人の看護師が所属し、利用者約
20人の定期訪問を担っています。「それぞれに経験
を積んだ人が、志を持って、スタッフになってくれてい
ます」と星野さん。「多様な力を発揮できることは、こ
のチームの強み」と笑顔を見せました。　
　看護師と保健師の資格を持つ星野さんは、「飯舘
村で、帰還する高齢者の暮らしを支えたい」と、平成
29年に移住。飯舘村地域包括支援センター勤務を
経て、令和２年に訪問看護事業を立ち上げました。
　昨年スタートした本田先生との連携も、ケアの効果
を上げています。「医師と看護師がここまで濃密に
関わりながら患者さんのことを考えられる地域はなか
なかないと思います。これからも利用者さんに喜んで
もらえるよう、最適なケアを提供していきたい」。
　“今の世の中が失ったものを埋めていくチャレンジ”
と前を向く星野さんの思いが、今、多くの縁を引き寄
せながら、一つの形になろうとしています。
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